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中性決剣容器やヰ乳パック等7 一般家庭内にある水または水と同程度の冷却効果のある権体を使い 消

火実験をすることにより。緩めて初期の火災にお付る消火効果を但鐘することを目的と した.

消火容器と して 4循 着火物として 5舗を選定し それらを組み合わせた実蛾を33宙実験した.その結

果，コップや牛乳パック等のように手で顕ワ上げて水を掛';る bのよりむ 旋剤容留や水袋にみられるも

ので，放水口径が小さく .しかb両手で圧迫して放水ずる容留の方が，少温水で省劾に消火することがで

書た.

また 各答穆の'"水特性を知るため，よg己実験とは別に 垂直面に放水してその形状を確認した.

その結果，放水方法Eぴuiをによる濯いで。政水形状に大きな釜がでることがわかった.

Using誕 veralkinds 01 small sized re日 ptac1田 川.'"w・tha liltle waler neady in the home， we 

H世 r;mcnted，for the pur凹史 01confirming an effecl 01 extinguishing fire at the first stage 

We picked oul four type 01 c;<linguishing fire receptacles and five ty問。''"凹 mbustiblesand 

reached the fol1owing condusion 

1. Thc water bag and the synthefic detergent receptacle which had small calibers were more 

surpassing than the glass and the milk.pack 

2. The reccptacl目 exertedpressure upon by both hands lor wateT drainage we陀 moresurpassmg 

than which wcre 5wingcd up by single hand 

l は じ めに

火災初期に結げる梢火には一般に三角，，ケツ

等の簡易構火期具や消火器が有効であり。その性

能も良〈知られている.しかし，さらに初期の段

階の火災において 簡易消火用具や消火磁の必要

性を感じるまでに至りないとさ，または手元にそ

れらが無い鳩合白火災に遭遇した者は。水または

氷と同程度の冷却効果のるるむのを使闘し.消火

を試みるであろう.

現在まで 小さな火に対しどの砲度の水が有効
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伎のか，その限界はどこにあるのか全検討レた研

究1;1:{tかった.

本件では.家庭内にある各種容器全局い.火虫

初期に~.ずる少量水による火努初制効突を解明す

ることを目的とした.

2 実験計画

111 実験慨要

ア ー般家庭居室を見立てた実験セ ット円で.

各着火物そを燃焼させ，炎が一定規模に鉱

大した跨聞に.消火者が消火容穏を使い

消火する実政(以下 「本実験」と冨う.1

を行勺た.
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イ 消火容器の水~， !l!に散布した時の鉱敵

状況を且るための実験 {以下「放水受験』

と習う..J) L付った.

121 実腺要因

ア消火容務

消火容器は.同の選定J[J件を淘たすもの

として白{イ}の選定物件を選定した.

問還を用件

a 家庭内4こあるもの.

b 常時水，または水と同砲度の消火効

処のめる権体が収納してあるむの.

c 婦女子でも容易に俊道可能な大きさ

及び彊..

{イ) 選定物件(写真 11

a コップ (2曲目}

b 中性iSt剤の容器 {60Occ}

c 午乳 1.パック(l帥0<，)

d 水 袋 (20曲目)

写真 l 消火容揖

イ轡 火 物

省火明も同憾に，1内の選定用件を測たす

ものとして。(イ同選定物件全週定した.

間 選定陥件

a 一般家庭にあるもの.

b 着火物 ・立，上がり材 ー延躍鎌体と

なり やすいもの.

c 織り返し再現実験が可能伝 むの.

d 水で消火可能なもの.

なお。股近の者保庭内火災において，

?与にてんぷら檎による火災が多〈なっ

ているが.今回の消火容器の中身l志

水 ・滋体であり. これるを僚かけると

かえって火災が"き〈位。.危検伝状

t田}

態となる.したがって水で鴻火でき伝

いてんぷら泡への翁火実峻11，今回除

外した.

1<1 選定問 キ

a タズカゴ{写~ 2 ) 

金縫製及uポリエチν〉恨の 2楓M

のものを使用した府大主主 IJ何れも.

a世2"""，高さ2加払 内曾盤76曲目で

ある. また 円舗には巧機物として祈

聞紙等の絃震を入れた.

写真 2 (ずかご

{左がポリエチレム，魁右が金属製)

b 検 {写真 3) 

一般の和室で使mされているむので

木枠組の両面に横紙告護った bのと。

団地等で広〈出回っているダンボール

紙3般に懐紙を張りアル ξ枠にはの込

んど bのの 2繍須を使用した.火書き

は何れも幅9加臥 高さ 18"""である.

写真 3 被

(<<が木枠組副.右がダンボール級制)



穏と着火柑の組合ぜは 表 1のとおりで

ある.また. 速の本実験は.圃 1に基

づき実施した.

a火物の飯田方法

タズカゴは 実験セットのフ oアカ

ぺγ トの床に直置きとし 績は商liliテー

プを使用し固定した.また カーテン"

上諸にガイドを過し.墜体土部に国定した.

消火容鶴

一連の2事実験において.各消火容11"

問ーのものを用車し 一定処の水道水を

入れ風備した.また.水道水との比鮫の

ため.中性炭剤 ー牛乳をその..使用し

たものも実施した.

着火刀法

クズカゴは.fi!にニクロム線と若干の

アルコールを利用した発火祭雌を股阻し.

着火した.

続及びカーテン" 鰻下織にアルコー

ルを染み込まをき.点火修Hlいて符火し

た.

同消火時間

各省火拘について予備契蛾をそれぞれ

1田づっ行い，燃焼a隆盛期に至る温度推

移&ぴ映像告E帰した.その配録を基に，

本実験において燃焼規模に応じた鍵なる

熔終段階を錠え.クズカゴについては上

詣で倍高温度に還した崎襖及びカ テ

ンは表面捕の概ね1/3または213が燃機し

ている時に桝火した.

カーテン{写真川

化繊で上甑を袋とじにしたものー大

きさは緬IOOcm.高さ ¥8Omである.

c 

{ウ)

'" 

実験方津

本 実験

実経均"，(写真 5) 

東京消防庁消前科字研究所総合実駿主

において白実験セ ットを作成し実絡した.

{方)

カーテ ン写真4

。)

ア

げ}

実験セット写真s

γ
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実験組合せ衰表 l

実験進行表図 1
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合計33回実施し.消火容

;定験回数等

実験田敏は.

(1) 



附消火 者

消火は慣れ会防止するため.同ー人が

連続して行わ'"いように した.また，消

火位置については 何り危険を感じるこ

とな〈 按近できる世置で行うように 消

火者自身に 佳した.

{タ} 糊定項目

a 時 間

スト ップウ ョrッチを用い，点火から

消火までの時聞を記録した.

b 温 度

クズカゴの中央上給.襖且ぴカーテ

ンの中央に較憶した烈旬対会ぺyν

コ ダ にち接続し，点火から鎮火まで

の温度推移を記録した.

， m 量

パネ符をmぃ 実駿前に各雷火帽の

可燃物.量を測定し.実験後において

も十分舵燥させた後間憾に測定し.配

録した.

d 水 量

メスシリング を用いて各消火容器

に一定量の水金入れ。実儀後にも問機

に各消火容認内に残存してU る水量を

測定した.

e 織銭面積

実緩前の可然物の面積と実駿終了後

の来燃部分の蘭債を計ることにより.

燃後鑑慣を測定した.

f 映 像

ビデオカメラ 2台密使用することに

より ω 異なった位請から一連の状況を

記録した白

また。写真カメラ l台により.点火

附の状況燃焼級盛期の状況機火状

況 消火直後の状況軍事告帰路した.

I.*'""，'t I I iII :A: ，.ヨ

イ bl水実蛾

問 実慮貧困鍛

実践回 ~ r;t . 消火容器毎 lニ水の飾付

方 ・距，離を変化させて.合計10田英錯し.

組合せは表 2のと釘りである.

'I! 2 !農水実験組合せ表

B生水鰐具 距離(m) 実.貧困11<

2 

コ ツ プ 2 2 

3 2 

i>t剣容器 2 

牛乳容器 l 2 

水 袋 2 2 

合 計 --- iO 

lイ} 標的

コンクリートスラプ壁面の高さ同供聞

の位置に.2Ocm四方の桝目を縦・欄6メツ

シaづっ。合計36メγY.11Jき込み.様

的とした.

(11 放水容蕊

本災験における消火容器と同ーとした.

凶 飲 水 者

ヨド実駿におりる消火者と伺ーとした.

~I 測定項目

測定は.ビデオカメラ 1台 写真式砂メ

ラ1台i'使伺し 皇室水の前後の状況をE

録した.

3 実軸結果亙U考察

111本実験

本実駿実施結果は.表3のと鉛りである.

4区10.喪中の梢火結果 ・消火効製 ・不効果哩

白の判断書''''は回 2による.

IIItjO;MlltllFI:IIIlIldll 

ィ↓

ι
一一一一一f

m

「↑
L

図 2 消火効果判断断基準
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袈 3 実験結果

者

消量三 実験数回 椴消火7T h2尽直をロニ 回数消火 消火25 結消火果 消結集火 不鈎果哩濃 自 偲娩w検Bd ] 燃焼盟主 惚燦』増R官] i併調降T 出
燃後聖M民7C〕・C 

鋪

火{
火権[ 当物g

調長 調阪 ヨ長 調民 調民

1 2 3 4 s 6 ? 

l 1'19 同7 』 200 
内

l 38 1国 25 1.9 0.13 
タ{ コ J 

カズゴ] 金凶拠

'l 
2 1珂 428 200 i 38 100 19 1.9 0.10 100 プ 〉

200 / ./ ./ / ./ / / ./ 
P干

200 ./ / 1.9 O.ll 

" 107 
:剤田先V20V 岩

1'35 544 l '0 A 2 38 100 68 9.5 L. 70 o 
82 レ/~ 1'37 / 40 / νイレ/ 38 ~ l曲 37 li 9.5 ~ ! . 70 容66493: 

コ 1 1'25 384 l 200 O 38 1回 129 1.9 0.15 
ツ

z士Hゴ:製] り日
プ

/ / / / / / / / /V  
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200 .200 ;.;1.9 ι15 

流劃6j0れ潤0 
l 2'03 612 l 280 、コ l 38 100 I 74 1.4 0.26 100 

335 ./ l' 44 498￥ / 280 / / / 、.~ 38 J(同 52 民1.4 、。0.26 100， 

200 x 4 AC 

/ / 1'10 74 702 431 3<10 
2 4帥 x 4 C 
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/ v ツ
2 5'20 227 ー晶晶晶 ....ーー 1058 65 目。

プ

200 
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l 200 x 4 AC 

1/ 1/ 3 1'30 707 -・.... 1012 62 350 
2 .00 x 4 C 

/ /1日3/ ン// / v / 1/ / レ// 
績ダ

6洗剣容器岨

1 1'20 67 l 21' O l 561 35 150 26咽2 0.70 

ン 2 1'50 327 1 .12 O l 1068 65 550 25‘7 1.03 100 
ぷ" 

/ / ¥I田/ / 313 / / / ν/ / / 26.0 
ル

紙製 l 1'30 69 999 。 '68 29 250 4.2 0.25 

戸乳r 2 >25 131 860 O 824 51 300 4.2 0.35 
3300 

1 1000 ム 3 B 66 ツ

ク
3 3'00 7回 -・・，.. 1105 68 350 7.6 0.24 

1000 
2 1450 O l 

/ /1/ / 1225 / / / / / /11'3 ~O . 28 

』 1'55 4臼 1 430 O l 631 39 200 14.8 0.47 

水 2 l' 40 650 1 6問 O l 965 60 250 14.7 0.38 100 

2袋000 3 1'20 662 1 530 O 1 562 35 200 10.6 0.38 

/ l千'44 377 / 539 / / / 814 50 314J 13.4 0.41 61 

t例記定
1 。'55 84 l 550 O 765 51 200 13.9 0.36 

襖
② 1'05 242 話。 O 1186 78 250 21.6 100 

木枠

1 0.46 

600 レ/レ/レ// 550' レ// / レ/./ レ/，17.7 0.41 
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|型主 1¥ 1 0川河 1¥ 1闘 101¥ 1 川 η1250 ~ 川必>0
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滅 1 実験回数にO印があるものは，原被による消火を表す。

謝野 2 消火結巣桐で.0は r鎮火" "は「鎮圧"xは「部分消火J を表す.
厳 3 消火効梁欄で は「十分な効果があった" 2は 「効果があったれ 3は 「如御効果があったh

4は「不十分であったJ を表す。
業 4 不効果理由欄で、 Aは r水量不.!EJ，Bは r消火方法不適(人為的)J，Cは「消火容器不適(荷造

的)，を表す。
終 5 消火面積とはt 消火水盤¥"当たりの燃焼函fU表す.
楽 6 燃焼盤量とは，裕火水銀 1"当たりの燃焼盟置を表す.
楽 7 iII火率とは.消火容器 i杯で鋪火させることができた割合を表す。
減 8 E豆豆習は。平均値を示す。

ア 着火物別の燃焼状況及び消火状況m規)

(η クズカゴ(金属製)

a 燃焼状況(写真 6) 

点火後暫くは臼煙を上げており。そ

の後に炎をふきあげて燃焼するが，火

炎はさほど激しいものではなく。炎高

さは20--30間程度である.

b 消火状況

点火から平均 1分44抄で消火に至っ

ている.消火は コップの場合何れも

上方 JOOcm穫の位置から円を指ぐよう

に万遍な〈散布すると 1杯の水で鎮

火できた。定た.決剤容栂の湯合は1

G震が40ccの水で鎮圧に董り。その後や

や白煙を上げた後鎮火している。

写真6 クズカゴ(金属製)の燃焼状j~

(70) 



消火後.内部の焼主状況~見聞 含 る

と。 t縦に近い"J燃物I!炭火ないし焼

失していたが.中央かv 下方にかけて

は水燃1'11分が多〈銭っている.ζHU.

タズカゴの形状かる内総に+分な俄み

が供船きれず mしい絵燐を旦し仰&

かったむ山と推定される.

1-0 タズカゴ(ポリエデ..辿)

a 惚憐状況{写真 11

.r， 1) .L 'rレン製のタズカ ゴ11.初期

のころは金属恨のLのと同1遺伝燃慢技

況告示したが.!，";後鮫盛期よ翌るとタ

ズカゴ白身がi!I融L照焼Lた.

b 消火状況

コップで消火した実験では白クズカ

ゴ!1ffl融したが未だ激しい燃焼に至っ

て'.かったため l 怖の水~jJI火できた

がt 決剣容恕で消火した時117ズカゴ

自身が織し 〈燃焼していたことと.市

融 した'"リエテ レν片の彰に火側が

残ってし gったため やや~"水I止を

腎やしている. II火時がクズカ ゴ程度

の大きさの場合は.コップ1杯のホで

十分消火可能であり 或削将器をN!Jfl

すれ1Iさらに少量の水でも可能である

ニとがわカ・った。

写真 7 クズカゴ (ポリヱチレ /製}の燃焼状況

問 視廃 (ダyポル紙製)

a 伶嶋状況 (写真8)

下繍に"'み込ませたアルコールに!?

火すると .&盛の懐紙がめ 〈れ墜さ込

むように燃悔し，徐々によ方に砿大し

てゆ<.しかし，下地であるダ〆ボ

(71) 

ル販は開燐しに<<. :tた悠焼してb

bまりE大せず，部分的に燃え被ける

ような状況も見。;Jlた.

また。 例関紙とダνポ "紙との憾肴

ノリ智信仰のじ 3が且うれ ノ'1の多〈

il'Rlされている簡所" 襖級でさえ燃

えよがら〈よかった.

写真8 機 (ダンボール縦割)の健鍵状況

b 消火状況

観 {ダ〆 Kール紙製)もクズカゴと

同隊，平均 l分H紗で消火している.

消火は 傾紙の1<扇般の1(3または213

が燃焼している時期を錠えて行われた.

消火者は何れの場合 L.省火物かり 2

m程度の位置で消火を開始し 火努が

弱まるにつれ徐々に桜近す るように

なゥた.

コップのお劫合 1停では消えず。 2怖

でb部分消火するに止まゥた.衝は，

広い笥固で燃焼しているたの 銀い範

凹しか飛散しないコンプの水では部分

的な火樋がどうしてむ残勺て し主う傾

向にある.

おた網容砲の場合 2回完結したの 燃

焼範囲が1/3の時はほぼコγ プ1持分

の214ccで鎮火さぜている..た燃焼

範囲が213の時はコァプ2杯分の412cc

で鎖火きせている.

牛乳 1，パγ タでは 3回実施した

うち 2回阜で111本以内で鏑火させる

ことができたか. 3回目については約

】本学使111している. これほ火面が大

畠かったことむあるが苓傾向身が車



らか<.強〈盗る、ーとができないため，

途方へ正確に飛ばすことが錐しいため

と推定される.

水袋の場合，平均消火水量は539ccで

あり 牛乳 1， バックの的1/2の水で。

i司れも鎮火きせているa

(幼 襖 {木枠組~)

a 燃焼状況{写真 9) 

検 (木枠組製)の点火直後の状況は

複 (ダンポ ル紙製)の場合と同じで

あるが，機紙の内酬に空気周があるた

め。炎の立色上がりは選〈 平均50秒

で消火に至っている。また守内部の木

枠組も部分引に燃焼しているがやや緩

慢である。

写真9 横 (木枠組製)の燃指扶理

b 消火状況

前(ウ)で，燃擁面積が広いとコップ

の水では消火不能であることが分かっ

ているためここでは省略し 銃剣容器

と牛乳 1，バックのみについて 2回づ

っ実施した。

洗剤番弱の場合消火水はそれぞれ

550cε使用しており内容.1I600ccの容器

としては，ぽぽ限界に近い鑑を放出し

たことになる.もしzれ以上燃焼面績

が大きい場合は本では鎮火に至ら

なかったものと縫定される.また，牛

乳 1，パックでは平均60Scc使用 して

おり，洗剤容器に比べまだ残水に余絡

が見られた。

中性決剤や牛乳等の原液と水との1t

破では デ タの敏値上の差は見られ

(72) 

ないa しかし.中性洗剤ば水に比べ粘

性が高<.遠方ヘ飛ばし難いと いう状

況が見りれた。

~1 カテン

a 燃焼状況 {写真10)

カ テンの材質が化織であり t 表面

慣が大きいため，下舗に点火する と嗣

みよがる線信伏'"で換しい炎 が 気 に

上方に鉱大した.

写真10 カーテンの燃焼状況

b 消火状況

点火から消火に至る時聞はカーテン

が最も短<.平均で43秒である。

消火は白色消火容俸を 2回づっ実錯

したが，コップは襖の場合と同様 2固

とむき区分鏑火に止まった.

また，洗剣容署告は平均291ccで鎮火し

た。 ミれは他の消火容器に比べると、

著しく少ない盆であり。開准面積の広

い火民の消火には決剣容器が勝れてい

る.

牛乳 1，パックは いずれも 1本で

は鎮圧できず1 平均1469ccの水を費や

している.各消火容器のゅでは最も多

い援であるが。その理由は慢の場合と

同様であり ポリ袋 '挽剤容器は，横

に広〈連続して放水できるのに対し，

牛乳 1，バックはコップと同様信絞に

広〈断続的信政水しかできない欠点が

あるa

また ポリ袋は平均1089ccの消火水

を使用している.

イ 消火結果のまとめ



m 消火結果

消火鎚果"状況を要約すると。1'''の

とHりである.コ γ プを使用した消火1;，

上かっ徹水ずるクズカゴの似慌では成功

しているが 建直な立上がり将に対Lて

は全て失敗している.

また。牛乳 I，パ νクによろ消火 も

治 テyでま制圧できず。襖に対しても

111圧または銭火に圭るまでに閉吋り水量

を憂している。その瑚山と して コップ

や牛乳 I.バ γ タの散布状況が縦/...It~扶

に信るため.12:. 、函闘の消火に1.ii8Lて

い往いためと推定される.

決剤容器及びポリ袋lま何れにむ成功し

ており。少撒水で相闘に幅広〈散布する方

泌が釘効である.

表 4 消 火 結果

X 
コ

牛乳容111 
水

ア

プ 袋

ク(金ズ属カ製ゴ) O O O O 

クズカゴ O O O O (ポリ 製)

(厚襖紙製) x O O O 

(木恥)
x 。。O 

カーテン x x O O 

議 Oは鎮圧または錬火
x)j部分消火念表す.

{イ} 消火効果

消火を開始して概ね鎖圧した場合でも。

消火容器内に残水があれば鎮火まで至勺

しめているので，鎮圧で止まった事例は

少ないが白鈍正後蝕111して再慢したもの

が1件。若干の白煙を上げた後針火した

ものが 1件あった.

jl~燃したもの L. ぞれに妄るまで+分

な時間的余絡が見られたので.仰博司幼果

は大であると燈定される.

(ウ) 消火不幼拠理歯

襖やカ テンをコ ップで消火した実酸

は3回実施したが。同れb不成功となっ

ている.コップ 1符200ccτt.幅広〈散

布でき伝いという構造的不通壇白むある

が.水盛不足も考えられる.しかしコッ

プ， 11'.冊目でt 他に抜剣容留が300cc

前後で111火させている乙とを毎え併せる

と。ホ鐙不Eとは雪えず，構造的不週理

由のみによる ものと後定される.カーテ

ンを牛乳 I.パッノで消火したときにも

不成功となっている.10曲目の水では水

盤不足とは宮えず.散布方法不通&<11局

窓的不通の相乗的理由によるものと恒定

さtlる.

ポリ袋や銃剣i容認が手で圧力を加えて

飛ぽ rh式に対し，牛乳 I，パックでは

手で街。上げた勢いで飛ぼさなりればな

らなも、 そのため。容器自体に柔軟性が

ある と強〈塗ること はで会ず水を飛ば

すという目的のためには不利と"ってい

る.

ヲ 摘火効率の倹約

問 題堅燐面積と消火水温の聞係

骨密燐i1í fll と 消火水盆の凋係~H めた

のが1 図 3である。

Mω 

l醐

m制

岬

岬

制

8二三if，
1:<-.時

側

•• 
出

。
胞内』・・...・4岬.，

国 3 ~軽焼薗爾一一消火ホ畳相聞グラフ

ここでタズカゴの悠焼菌検".上舗の

水平a面積とした固また.i耐火に至ったも

のだけを表した.

コップに閲しては.クズカゴしか鍋火

に王っていないので，特筆する bのはなL、

決剤容器は総て l本で消火が成功して

も、るので.級J;.でも550ccしか費やしてい

ない.11 L顕著従事例として懲焼E備

(73) 



1600伽ぜを3曲目で消火して討0.少ない

水抵で消火できる摘火容器の特伎を.1し

ている.

牛乳 1，バックでの消火".各1院政回

数合援の.，ラツキが多い.しかし，襖(ダ

ンボール紙製}とカ チンでは惚焼面

聞と消火水滋との聞で比例聞係市鬼られ

る.懐(木枠組)1.;1: 2回爽施しているが1

燃焼面積が同ーであるため 消火水温む

近い数簡を示している.また.前記旋網

容窟の1M合 も想実 (木枠組}てほ牛乳 1• 

パ γクと近い値と伝 って おり 何れ も

500~6佃"の消火水で消し止めて いる圃

このことかり.今回の克敏では襖(ダン

ポ ル紙製)と方 テンに比べ，管理{木

作鯛)は消火し易いという傾向がH1てい

る.

水袋は，横 {ダンボール級制}では

400-6曲目の消火水で成功しているが，

カーテ ンでは約 2倍のl冊。-120Occ貨や

している。

この結果.統制容!!11少量の水で小

~大の燃焼火商を消火でさ 次に水袋，

決剤容器の断となっている.

川 単位消火水量当たりの熔燐面積及び燃

機重量の関係

...位消火水量当たりの偲焼蘭償及び忠

僕IliIの闇係に省目してaとめたむのが.

回 4である.
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これそ見ると.コップ牛乳 1，バッ

ター水袋 ・'"綱容器の阪に水の何効刊周

&の剛健付けが.そのまま容縫のUの大

きさの刷位と同じである ことが，注目に

1(1-1""る.

エそ の 他

消火容砲による初期消火の限界をみるた

め，タズカゴを世火拘と して、襖 カーテ

ン曹を立 、よがり"として組み合わせた

セット を作成し実磁を行った.(写東11l

梢火iま天井の約半分まで炎が紙める状怒

とUった時を従え‘ 2回実錯した.

l回目，.三角パケγ2杯で消火するに重

たったが 2回目では火努が i回目より

写真11 消火直前の状況

劣ヲていたに bかかわらず。 コップi符

牛乳 1.パック "与 '"責I容器 1本を使用

して..消火でき之まかった.その後三角パ

ケッを使用して.新〈鏑'"させた.

オ 飲水効果実険

i内 笑昼食は。本実験を実絡する前に，消火

容器の温いによる散布状況を偲湿するた

めに行った.

{イ} コップで 1mのIl!健かり割標的に散指す

ると，狙ヲたIII所に水会帰けることがで

.た.しかし.2mから 3mへと範雌を延

lますと水が届か1，j.'<伝り.しかも銅った

鳴所と返った戸時へか"りの盆が飛び散ゥ

てしまった.また 水が塊となってJl<1Ii

所に分敗して鈴かる傾向があるため 下

方へ流れ落ちる裁が多く .無駄水となっ

ている.(写I(2)

{ヲ}涜桝容器Il.紛い水で畏時間連続的に

放水できるため.rz:い節囲で正植民水会

(74) 



写真12 コップで 1mの短胞かりの倣布状現

飛なそる.しかし.金水!dの9閉しか政

水できず.しかb容自陸自体会、小さいので.

放出吋能水訟は少 ~. ~'o (写真13)

写真日 ，先制容器で 2mの距概念、勺の倣布状況

111 牛乳 1， パック 1'. 両手で下から野U

そっげてす〈い上げる ようにh農水するた

め，惚的ま で居かない水がか'.9見りれ

る が 絶 対水Z障が多いため 嫌に散布す

ることができた.しかし 覧っ直ぐにiA

〈ヘ飛ば rためにゐる程度の要領が必要

であり.消火者の慣れ不慣れによる影響

が多いと縫定される. (写真l4)

写真l' 牛乳パ yクで 2mの短調書か勺の倣布状況

(75) 

{刻水袋"絶対水盛が多ししかも洗剤容

置に埠じて口が小さいため.少.!iI水づっ

正審査にi窓〈ヘ飛 Zすことができた.しか

し 両手で1T..i!.lさせて水を飛ばす術道上

残水が少なくなると放出しに((伝るM

向となった. (写真日}

写真15 水袋で 2mのI!;魁からの倣布状況

{カ}以上のことか勺.同果的に消火するた

めには 小口径で迎統的にしかも絶対水

批の大怠い bの会ょいと出われる.

4 おわリに

二れまで 本実臨Eび飲水実験の実施結果。考

察について選べて畠たが.実lIiに Bいて使崩した

各消火容器と L.火災初期でA自火物取体が燃焼し。

燃焼範闘が検い地合に魁いては応の成果を収

めることができた.

しかし。今tcilの'..，駒と実火災との1[1;9.点を準げ

ると

川実験セ ット，.，函開放であり 煙ー ガス ・

..等が造げてしまい恐怖感が伝い.

(21 消火容器が消火者のそばに箪備されて釘り。

すぐに使用できる状懸であった.

131 消火者自身が火災の延焼盛大状況を見て結

り。安心感があった.

等があり 今回の喧燥がそのま 忠実火災でも発簿

できるよう普段の心情えが必要である.

このことから一般家庭に短いては 火災の脱棋

を見場め.消火の骨寺闘を失しないようにするこ と

が盟￡し~'0 
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